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　小児の便秘症は，日常診療の場できわめて頻繁に遭遇する症状でありながら，実臨床では診断に

迷う場面や治療に難渋する場面が少なくありません．特に乳幼児や学童では，排便に関する訴えが

言語化されにくいことも多く，保護者の気づきが遅れることで慢性化し，生活の質や成長発達に影

響を及ぼすケースが散見されます．便秘症は一見すると軽症に思われがちですが，その背景に器質

的疾患が隠れていることもあり，医療者には正確な鑑別と適切な治療戦略が求められます．

　これまでわが国では，浣腸や刺激性下剤を中心とした対応が長く主流であった一方，近年になり

ポリエチレングリコール（PEG）製剤をはじめとする新たな治療薬が使用可能となり，国際的な標

準に沿った治療体系を構築できる環境が整いつつあります．しかし，新しい薬剤の位置づけや使い

分け，用量設定，治療継続の判断などについては，必ずしもコンセンサスが得られているとはいえ

ず，医師間・施設間で治療アプローチにばらつきが存在するのが現状です．また，便秘症の評価に

用いられてきた分類・診断基準も改訂が進み，Rome ⅣからRome Ⅴへと国際基準が更新されるタイ

ミングにあり，小児科医として最新の知識を整理し直す必要性が高まっています．

　加えて，近年は腸内細菌叢と便秘症の関連，心理社会的要因の影響，過敏性腸症候群との鑑別，

機能性便秘症に対する生活指導の重要性など，エビデンスに基づく理解が急速に広がっています．

小児の便秘症は単に排便回数の問題ではなく，食事内容，水分摂取，活動量，排便姿勢，トイレ環

境など，多因子的な要因が複雑に絡み合う疾患であり，包括的な視点でのアプローチが求められま

す．その一方，重症例や難治例では外科治療を考慮すべき状況もあり，小児外科との連携や専門施

設での評価の重要性も増しています．日常診療での対応から専門治療まで，一連の診療フローをど

のように整理し，どの段階で専門医に紹介するかといった点も，改めて共有すべき課題です．

　本特集では，小児の便秘症について基礎から実践まで幅広く取り上げ，最新の診断・治療のポイ

ントを整理するとともに，様々な年齢や状況における対応，外科治療を含めた専門的視点までを網

羅することを目指しました．各領域の第一線で活躍されている先生方にご執筆いただき，小児の便

秘症診療において日常的に遭遇する疑問や難しい症例に対して，すぐに役立つ知識と実践的なアプ

ローチが詰まった内容となっています．

　小児の便秘症の診療は，早期介入により症状の慢性化を防ぎ，良好な成長発達を支えるうえでき

わめて重要です．本特集を通じて，明日からの診療に自信をもって活かせる知識を得ていただき，

さらに地域や施設を越えて小児の便秘症診療の質が向上することを期待しております．

　最後に，今回の特集号が充実した内容になりましたのは，多大な時間を費してご執筆いただいた多

くの小児消化器疾患専門医の先生方からのご協力の賜物でございます．心より感謝申し上げます．

子どもの便秘症～これでスッキリ解決！
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